
〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
　
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
研
究
員
　 

井
上
　
舞

 

井
上
通
泰
の
筆
跡
収
集 

井上通泰宛徳富蘇峰書簡（個人蔵） 
『南天荘蔵幅写真帖』への感想が記されています。 

　
井
上
通
泰
は
、
歌
学
・
歴
史
学
・

文
学
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
研

究
に
取
り
組
み
、
こ
の
た
め
に
さ

ま
ざ
ま
な
資
料
を
収
集
し
て
い
ま

し
た
。
そ
う
し
た
資
料
の
中
に
は
、

書
籍
だ
け
で
な
く
、
歴
史
上
の
人

物
が
残
し
た
直
筆
の
書
簡
や
短
冊

な
ど
も
、
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
著
名
な
人
物
の
筆
跡
や
、
美

術
品
と
し
て
の
価
値
が
あ
る
も
の

は
、
値
段
も
高
く
、
手
に
入
れ
る

の
は
難
し
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、

香
川
景
樹
や
熊
沢
蕃
山
な
ど
、
自

分
の
研
究
の
対
象
と
し
て
い
る
人

物
の
筆
跡
な
ど
は
、
熱
心
に
収
集

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
知
人
や

門
人
が
譲
っ
て
く
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
か
な
り
の
数
の
筆
跡
を
所
有

し
て
い
た
よ
う
で
す
。 

　
そ
ん
な
通
泰
の
姿
を
知
る
こ
と

の
で
き
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て

い
ま
す
。
柳
田
國
男
が
高
校
進
学

に
備
え
て
、
通
泰
の
も
と
に
身
を

寄
せ
て
い
た
頃
の
こ
と
。
國
男
は

し
ば
し
ば
古
道
具
屋
を
巡
り
歩
き
、

店
先
で
売
ら
れ
て
い
る
短
冊
を
買

い
あ
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
を
通
泰
に
見
せ
る
と
、
通
泰

は
自
分
の
欲
し
い
短
冊
を
、
國
男

が
買
っ
た
何
倍
も
の
値
段
で
買
い

取
っ
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。 

　
ま
た
、
通
泰
が
穂
井
田
忠
友
と

い
う
学
者
の
筆
跡
を
探
し
て
い
た

と
き
の
こ
と
。
偶
然
そ
の
筆
跡
が

貼
ら
れ
た
屏
風
を
見
つ
け
た
國
男

が
、
そ
れ
を
買
っ
て
持
っ
て
行
っ

た
と
き
に
は
、
通
泰
は
大
喜
び
し

て
、
國
男
や
書
生
た
ち
を
食
事
に

連
れ
出
し
た
と
い
い
ま
す
。（『
故

郷
七
十
年
』） 

　
ま
た
、
収
集
す
る
だ
け
で
な
く
、

筆
跡
の
鑑
定
眼
も
確
か
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
こ
れ
に
関
係
す
る
、
も

う
ひ
と
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。 

　
昭
和
５
年
の
こ
と
。
通
泰
の
も

と
に
来
客
が
あ
り
ま
し
た
。
徳
富

蘇
峰
の
紹
介
で
来
た
と
い
う
そ
の

人
物
の
依
頼
は
、
譲
り
受
け
た
明

治
天
皇
の
宸
翰
（
天
皇
の
直
筆
）

の
鑑
定
で
し
た
。
実
は
、
こ
の
人

物
は
譲
り
受
け
た
宸
翰
を
長
く
保

存
す
る
た
め
、
徳
富
蘇
峰
に
一
筆

書
い
て
も
ら
お
う
と
、
蘇
峰
の
も

と
を
訪
れ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
し

か
し
、
蘇
峰
か
ら
「
自
分
に
は
真

贋
が
判
断
で
き
な
い
の
で
、
ま
ず

通
泰
に
見
せ
て
、
通
泰
が
本
物
だ

と
言
え
ば
、
一
筆
書
い
て
も
よ 

い
。
」
と
言
わ
れ
た
た
め
、
通
泰

を
訪
ね
て
き
た
の
で
す
。 

　
蘇
峰
は
、
通
泰
の
鑑
定
眼
を
高

く
評
価
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

通
泰
は
御
歌
所
寄
人
を
務
め
た
こ

と
も
あ
り
、
『
明
治
天
皇
御
集
』

の
編
纂
に
も
関
わ
っ
て
い
た
た
め
、

鑑
定
を
託
す
の
に
最
適
と
考
え
た

の
で
し
ょ
う
。 

　
そ
し
て
、
鑑
定
し
た
宸
翰
は
ま

さ
し
く
真
筆
（
本
物
）
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
証
明
を
欲
し
が
る

客
人
に
対
し
て
、
通
泰
は
次
の
よ

う
に
伝
え
ま
し
た
。
「
自
分
は
宮

内
官
の
職
に
あ
る
の
で
、
天
皇
の

宸
翰
が
見
つ
か
れ
ば
、
宮
内
省
に

報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す

る
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
宸
翰
の

献
上
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

も
し
、
献
上
す
る
意
思
が
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
私
が
こ
れ
を
宸
翰
で

あ
る
と
公
言
し
な
い
ほ
う
が
よ
い
。

徳
富
蘇
峰
に
は
、
私
が
こ
の
書
を

み
て
落
涙
し
た
と
言
え
ば
、（
本

物
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
）
わ
か
る

だ
ろ
う
か
ら
。
」
と
伝
え
た
そ
う

で
す
。
（
「
明
治
天
皇
の
宸
翰
に

就
い
て
」
） 

　
通
泰
が
積
極
的
に
献
上
を
勧
め

な
か
っ
た
の
は
、
宮
中
の
奥
深
く

で
人
目
に
触
れ
ず
に
保
管
さ
れ
る

よ
り
、
民
間
に
あ
っ
て
篤
志
の 

人
々
の
目
に
触
れ
る
ほ
う
が
よ
い

と
考
え
た
か
ら
で
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
考
え
は
、
宸
翰
に
限
ら
ず
、

他
の
筆
跡
に
つ
い
て
も
同
じ
だ
っ

た
よ
う
で
す
。 

　
通
泰
は
自
分
の
所
有
す
る
筆
跡

類
を
、「
南
天
荘
所
蔵
品
絵
葉
書
」

『
南
天
荘
蔵
幅
写
真
帖
』『
南
天
荘

墨
宝
』
の
よ
う
に
、
絵
葉
書
や
書

物
に
し
て
、
多
く
の
人
が
目
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
筆
跡
類
は
、
通
泰

の
死
後
、
行
方
が
知
れ
な
く
な
っ

た
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
う
し
て
書
物
と
し
て

ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

現
在
の
私
た
ち
は
、
現
物
で
は
な

い
に
せ
よ
、
通
泰
の
集
め
た
筆
跡

の
数
々
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。 

第２５話 

『南天荘蔵幅写真帖』 
（個人蔵） 

み
ち
や
す 

か
げ
き 

く
ま
ざ
わ
ば
ん
ざ
ん 

ほ
　
い
　
だ 

と
く
と
み 

そ
ほ
う

 

し
ん
か
ん 

し
ん 

が
ん 

お
う
た
ど
こ
ろ
よ
り
う
ど 
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農業委員会

農業委員会 
だより 

　
１１
月
１５
日
（
火
）
、
福
崎
町

文
化
セ
ン
タ
ー
で
神
崎
郡
３
町

合
同
の
農
業
委
員
会
研
修
会
が

開
催
さ
れ
、
郡
内
各
町
の
委
員

が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
最
初
に
神
崎
郡
農
業
委
員
会

協
議
会
廣
納
会
長
、
続
い
て
来

賓
の
福
崎
町
橋
本
町
長
の
あ
い

さ
つ
を
受
け
、
そ
の
後
、
一
般

社
団
法
人
兵
庫
県
農
業
会
議
の

藤
本
欣
也
さ
ん
に
よ
る
「
法
改

正
後
の
農
業
委
員
会
活
動
」
に

つ
い
て
、
主
と
し
て
法
改
正
に

よ
る
変
更
点
や
、
そ
れ
ら
を
ふ

ま
え
た
農
業
委
員
会
活
動
に
つ

い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
特
に
農
業
委
員
会
業
務
の
重

点
化
に
つ
い
て
は
、
担
い
手
へ

の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解

消
、
新
規
参
入
の
促
進
な
ど
、

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
が
必

須
業
務
に
位
置
付
け
ら
れ
た
こ

と
、
ま
た
農
業
委
員
と
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
と
の
連
携

の
重
要
性
な
ど
事
例
を
挙
げ
な

が
ら
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

　
こ
の
他
に
も
、
様
々
な
情
報

提
供
が
あ
り
、
委
員
の
資
質
向

上
に
有
用
な
も
の
で
あ
り
ま
し

た
。 

　
こ
れ
か
ら
も
農
業
委
員
会
は
、

こ
の
よ
う
な
合
同
研
修
会
を
開

催
し
て
、
郡
内
委
員
の
知
識
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
意
見

交
換
を
行
い
、
地
域
農
業
の
発

展
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

 

問
い
合
わ
せ
先 

福
崎
町
農
業
委
員
会 

（
農
林
振
興
課
内
・
内
線
３
１
３
） 

神
崎
郡
農
業
委
員
会 

合
同
研
修
会
開
催 

農業委員・農地利用最適化推進委員を募集します 
農地利用最適化推進委員の推薦・公募 

　農業委員会等に関する法律の改正に伴い、農

業委員の選出方法が変更されました。農業者の

組織する団体および町内の農業者などからの推

薦または公募により募集し、農業に関する識見

を有し、農業委員会の職務を適切に行うことが

できる方を、町長が議会の同意を得て任命します。 

 

■募集人数／１２人 

※うち１人は利害関係のない方（農業者でな

い方） 

※認定農業者が委員の過半数になるよう選定

します 

■応募方法／農業委員推薦書、農業委員応募申

込書のいずれかを提出 

■報酬／年額（会長）２２０,０００円 

　　　　　　（委員）１８６,０００円 

■募集期間／１月１０日（火）～２月６日（月） 
■任期／平成２９年７月２０日～平成３２年７月１９日の３年間 
■応募用紙／提出先に備えてあります。福崎町ホームページからもダウンロードできます。 
■提出先／福崎町農業委員会（農林振興課内）８時３０分～１７時１５分　※土、日、祝日は除く 
■問い合わせ先／福崎町農業委員会（農林振興課内・内線３１３） 

　農業委員会等に関する法律の改正に伴い、新
設される農地利用最適化推進委員を、農業者の
組織する団体および町内の農業者などからの推薦、
または公募により募集します。 
　応募された方の中から、農地等の利用の最適
化の推進に熱意と識見を有する方を農業委員会
が委嘱します。 
 
 
 
 
 

■募集人数／６人（次の区域番号ごとに２人） 
　①田原地区　②八千種地区　③福崎地区 
■応募方法／推進委員推薦書、推進委員応募申
込書のいずれかを提出 
■報酬／年額１８６,０００円 

農業委員の推薦・公募 

共通事項 

　農地等の利用の最適化の推進とは、担い手
への農地利用の集積の推進、耕作放棄地の発
生防止・解消の推進、新規就農などの支援を
行うことです。 

１２ 



おんがくあそびの会【ドレミ】 

１月１２日（木）・２月９日（木）１０：００～１１：００ 

　八千種研修センター 

　季節の歌を歌ったり、音に合わせてリズム遊び、

運動遊びなどの音楽遊びをします。 
 

絵本とおはなしの会【ぐりとぐら】 

２月２日（木）１０：００～１０：４０ 

　文化センター　２階　和室 

　絵本の読み聞かせ、わらべうた、パネルシアター

などを通して、ことばやおはなしの世界を広げま

しょう。 

・問い合わせはともだちひろばへ。申込は不要です。 

★子育て情報は福崎町ホームページでもご覧になれます。アドレスhttp://www.town.fukusaki.hyogo.jp
★おひさまらんど、にこにこひろばでは、幼児園園庭でも遊べます。（受付必要。） 

ともだちひろば 
（西部子育て学習センター） 
火～金曜日　９：００～１６：００ 

 
文化センター2階 

　22－7830　FAX22－2561

おひさまらんど 
（福崎子育て支援センター） 
月～金曜日　９：００～１７：００ 
　　土曜日　９：００～１２：００ 

福崎幼児園内 
　22－2308　FAX22－2313

にこにこひろば 
（東部子育て学習センター） 
月～木曜日　９：００～１６：００ 

 
田原幼児園内 

　22－1058　FAX22－1058

子育て支援に関することは Eメール ko-shien@town.fukusaki.ne.jp

　日々の子育てで、下の子に手を取られて上の子

にがまんをさせていたり、上の子の相手をしてい

たら赤ちゃんは泣いてばかり、ということはあり

ませんか？個別相談員の大内先生が『きょうだい

のかかわり方について』と題して、お話をしてく

ださいます。質問も受け付けますので、ぜひご参

加くださいね。 

日　時　２月１６日（木）１０：００～１１：３０ 

場　所　子育て支援センター　おひさまらんど 

講　師　福崎町個別相談員　大内和惠先生 

対　象　未就園の子どもとその保護者 

定　員　１５組（先着順） 

申込先　おひさまらんど（１/１６（月）から受付） 

『きょうだいのかかわり方について』 

日　時　２月１日（水）１０：３０～１１：３０（受付１０：１５～） 
場　所　エルデホール　メインホール 
出　演　NPO法人「音楽の家」松浦律夫さん　ほか 
　楽器が奏でる美しい音色は、聴く人のこころと
からだをやさしく包み、おだやか 
な気持ちにしてくれます。そんな 
温かいコンサートを親子で楽しみ 
ましょう。　　 
・問い合わせ先はともだちひろばへ。 
　申込は不要です。 

音楽付き絵本のよみきかせとミニコンサート 
～どうぞのいす～ 

　ピアノ・エレクトーン・ボーカル・トランペッ
トのコンサートを楽しんだ後、リズム遊びをします。
親子で音楽に合わせて身体を動かしましょう。 
日　時　２月２０日（月）１０:００開演（１１:３０まで） 
　　　　※９：４５までに集合してください。 
場　所　田原幼児園　遊戯室 
講　師　Espressivo（エスプレッシーヴォ）のみなさん 
対　象　未就園の子どもとその保護者 
定　員　３０組 
申込先　にこにこひろば 

～Espressivoミニコンサート＆親子リズム遊び～ 
エスプレッシーヴォ 

１月２４日（火）・２月２１日（火）　１０：００～１４：００ 
※１月は第４火曜日です。 
場所：文化センター　２階　和室 
個別相談員：大内和惠 

個別相談 

申込は下記の 
３施設で受付 
します 

１３ 



１４ 

学童保育指導員を募集！ 

　小学校から帰宅しても誰もいない留守家庭の

児童のために保育や指導をしてくださる、子ど

もが好きで児童の健全な育成に意欲がある方（で

きれば保育士資格、幼稚園・学校教員免許保有者）

を募集します 

●勤務場所（次のいずれか） 

　福崎東部学童保育園（田原小学校体育館北） 

　福崎西部学童保育園（福崎小学校内） 

●勤務時間（変更することがあります） 

　・平日　１４：３０～１９：３０ 

　・夏休み等長期休業中 

　　７：４５～１３：３０または１３：３０～１９：１５ 

●賃金　時給１,０００円。交通費なし 

問い合わせ先　学校教育課（内線２５１） 

　子どもたちが毎日食べている給食を、保護者や地

域の方にも味わっていただくため、給食試食会を開

催します。この機会にぜひご参加ください。 

　給食では、昔から伝わる行事食や、季節を感じら

れる食材を使った献立を取り入れ、子どもたちの豊

かな心を育もうと食育に取り組んでいます。 

○日時：２月３日（金）１２：００～１３：００ 

○場所：保健センター　１階プレイルーム 

○募集人数：３０人（受付順、定員になり次第締切） 

○金額：２５６円（お釣りのないようにお願いします） 

○申込先：給食センター（　２２－０７１０） 

学校給食試食会 学校給食試食会 学校給食試食会 
『節分献立』 

・ちらし寿司　　・手巻きのり　・けんちん汁 

・いわしの梅煮　・ほうれん草と白菜のごま和え 

・節分豆　・牛乳 

参加者募集！ 

　福崎町日赤奉仕団では、団員を募集しています。
活動内容は赤十字思想の啓発及び救急法などの普
及活動です。あなたの身近な地域でボランティア
を始めてみませんか？ 
対象　２０歳以上で、町内に在住・在勤の方 
問い合わせ・申込先　健康福祉課（内線３５４・３６４） 

１１月２３日（水）に行われた自然歩道を歩こう大会で団員
募集の活動を行いました。ゴールテープを持っての出迎
えに、大会参加者からは喜びの声があがりました。 

日赤奉仕団　団員募集！ 

予定献立 

＊材料の都合で 

　変更になるこ 

　とがあります 

　町内の小･中学校で勤務するソーシャルワーカー
の登録を受け付けています。 
■配置数　1名（予定） 
■配置期間　平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日（予定） 
■配置時間　週７時間４５分を基本とする 
　　　　　　※日ごとの勤務時間帯は固定しない予定 
■資格要件 
①社会福祉士、精神保健福祉士の資格を有する者 
※資格がない者でも、福祉及び教育の分野にお
いて専門的な知識・技能を有する者は可とし
ます。 

②地方公務員法第１６条の各号のいずれにも該当
しない者 
③スクールソーシャルワーカーとして職務を遂
行するために必要な熱意・見識を有する者 

■活動内容 
①問題を抱える児童生徒が置かれている環境へ
の働きかけ 
・児童相談所、福祉事務所等の関係機関との
ネットワークの構築、連携、調整 
・保護者、教職員等に対する支援、相談、情
報提供 

　②教職員等への研修活動 
■問い合わせ先　学校教育課（内線２５２） 
　申込方法など、まずはお問い合わせください。 

小･中学校　ソーシャルワーカーの 
予備登録について 



文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
施
設
利
用
に
つ
い
て 

　
宿
泊
の
み
の
利
用
も
可
能
で
す
。

１
人
で
も
宿
泊
し
て
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

★
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
臨
時
休
館
日 

　
　
２
月
２１
日（
火
） 

　
　
３
月
２１
日（
火
） 

　
　
４
月
１８
日（
火
） 

★
予
約
の
受
付
は
、
利
用
日
の
属

す
る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら

で
す
。（
４
月
中
の
利
用
は
２
月

１
日
か
ら
の
予
約
と
な
り
ま
す
。
） 

★
風
呂
の
み
の
利
用
は
午
前
１０
時

か
ら
で
、
午
後
８
時
に
終
了
し
ま

す
。
タ
オ
ル
は
各
自
ご
持
参
く
だ

さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 

「
ひ
と
り
親
就
労
サ
ポ
ー
ト
」

巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ 

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路
の
職
員
が

神
崎
郡
内
に
在
住
の
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象

に
巡
回
就
労
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

就
職
希
望
の
方
、
転
職
希
望
の
方
、

働
く
こ
と
に
不
安
が
あ
る
方
な
ど

の
就
労
相
談
を
行
い
ま
す
。 

日
時
　
２
月
１７
日（
金
） 

　
　
　
１０
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分 

※
事
前
予
約
制（
１
人
６０
分
程
度
） 

場
所
　
サ
ル
ビ
ア
会
館
　
２
階 

内
容
　
職
業
相
談
、
職
業
紹
介
、

書
類
の
作
成
指
導
、
面
接
の
受

け
方
、
求
人
情
報
の
提
供
な
ど 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路 

職
業
相
談
部
門 

　
０
７
９
・
２
２
２
・
４
４
３
１ 

担
当
　
冨
井
・
上
野 

  「
中
播
磨
北
エ
リ
ア
就
職
面
接

会
」
開
催 

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路
で
は
企
業

と
求
職
者
が
一
堂
に
会
す
る
就
職

面
接
会
を
中
播
磨
地
区
商
工
会
連

絡
協
議
会
（
神
河
町
・
市
川
町
・

福
崎
町
・
姫
路
市
の
商
工
会
）
と

連
携
し
て
開
催
し
ま
す
。 

日
時
　
１
月
２７
日（
金
）１３
時
３０
分 

　
　
　（
受
付
１３
時
〜
１４
時
３０
分
） 

会
場
　
エ
ル
デ
ホ
ー
ル 

内
容
　
神
崎
郡
、
姫
路
市
（
香
寺

町
・
夢
前
町
）
内
の
事
業
所
と

求
職
者
が
一
堂
に
会
す
る
就
職

面
接
会 

対
象
　
平
成
２９
年
３
月
学
校
卒
業

予
定
者
を
含
む
求
職
活
動
中
の

方
（
臨
時
・
ア
ル
バ
イ
ト
は
除

く
） 

※
参
加
事
業
所
等
は
兵
庫
労
働
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載 

http://hyog
o-roudoukyoku. 

jsite.m
hlw
.g
o.jp/ 

問
い
合
わ
せ
先 

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路 

　
企
画
情
報
部
門 

　
０
７
９
・
２
２
２
・
４
７
８
５ 

○
福
崎
町
商
工
会 

　
２２
・
０
５
５
８ 
  「

姫
路
地
域
障
が
い
者
雇
用
促

進
の
つ
ど
い
〜
就
職
面
接
相

談
会
」
開
催 

　
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
の
雇
用

の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
合

同
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。 

日
時
　
２
月
３
日（
金
） 

　
　
　
１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分 

場
所
　
姫
路
市
勤
労
市
民
会
館 

問
い
合
わ
せ
先 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路 

専
門
援
助
部
門 

　
０
７
９
・
２
２
２
・
４
４
３
５ 

  

平
成
２９
・
３０
年
度
く
れ
さ
か

環
境
事
務
組
合
競
争
入
札
等

参
加
資
格
審
査
申
請
受
付 

対
象
　
平
成
２９
・
３０
年
度
に
く
れ

さ
か
環
境
事
務
組
合
が
実
施
す
る

建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
物
品
製
造
、
役
務
等

の
入
札
に
参
加
さ
れ
る
法
人
、
個

人 受
付
期
間
　
２
月
１
日
（
水
）
〜

３
月
１５
日（
水
）必
着 

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
９

時
〜
１７
時
） 

提
出
方
法
　
持
参
ま
た
は
郵
送 

問
い
合
わ
せ
先 

く
れ
さ
か
環
境
事
務
組
合
　
総
務
課 

　
０
７
９
・
３
３
５
・
３
６
７
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://www.yum
etv.jp/ kuresaka/

お知らせ 

information

１５ 

　
パ
ソ
コ
ン
、
自
動
車
部
品
な

ど
の
処
理
困
難
物
が
、
く
れ
さ

か
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
誤
っ

て
持
ち
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
多

く
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
受
入
れ

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
次
の
適
正

な
方
法
で
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
絶
対

に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
分

解
し
て
も
出
せ
ま
せ
ん
。 

【
パ
ソ
コ
ン
】 

　
不
用
に
な
っ
た
パ
ソ
コ
ン
は

製
造
メ
ー
カ
ー
が
回
収
、
再
資

源
化
し
て
い
ま
す
。
回
収
方
法

に
つ
い
て
は
製
造
メ
ー
カ
ー
の

回
収
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
な
お
、
回
収
す
る
メ

ー
カ
ー
が
な
い
（
自
作
パ
ソ
コ

ン
、
倒
産
や
事
業
撤
退
し
た
メ

ー
カ
ー
）
パ
ソ
コ
ン
は
パ
ソ
コ

ン
３
Ｒ
推
進
協
会
が
有
償
で
回

収
、
再
資
源
化
し
て
い
ま
す
。 

　
０３
・
５
２
８
２
・
７
６
８
５ 

http://w
w
w
.pc3

r.jp/ 

【
自
動
車
部
品
】 

　
購
入
業
者
（
販
売
店
）
や
専

門
業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
っ

て
く
だ
さ
い
。 

（
住
民
生
活
課
　
内
線
３
７
２
） 

ご
み
処
理
困
難
物
に
つ
い
て 

ご
み
処
理
困
難
物
に
つ
い
て 

　平成２９年度公民館クラブ登録を受け付けます。あなたの

サークルも公民館グループに入り、活動しませんか？ 

受付　１月１２日（木）～２６日（木） 

申込・問い合わせ先　文化センター　　２２－３７５５（月曜休館） 

※年度途中の登録は行いませんのでご注意ください。 

公民館クラブからのお知らせ 



ス
ポ
ー
ツ 

加
西
市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
演
奏
会
の

お
知
ら
せ 

　
加
西
市
民
会
館
の
耐
震
改
修
工

事
が
完
了
し
ま
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
、
演
奏

会
を
行
い
ま
す
。 

日
時
　
２
月
５
日（
日
） 

　
１４
時
開
演
（
１３
時
３０
分
開
場
） 

場
所
　
加
西
市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル 

出
演
　
加
西
市
吹
奏
楽
団 

　
　
　
北
条
高
校
吹
奏
楽
部 

　
　
　
泉
中
学
校
吹
奏
楽
部 

　
　
　
善
防
中
学
校
吹
奏
楽
部 

入
場
無
料 

問
い
合
わ
せ
先
　
加
西
市
民
会
館 

　
４３
・
０
１
６
０ 

 

登
記
相
談
の
お
知
ら
せ 

　
長
期
間
相
続
登
記
が
さ
れ
な
い

ま
ま
の
土
地
・
建
物
は
、
震
災
復

興
や
都
市
開
発
の
妨
げ
に
な
っ
た

り
、
空
き
家
増
加
の
一
因
に
な
る

な
ど
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
自
分
の
権
利
を
大
切
に
す
る

と
と
も
に
、
次
世
代
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、
未
来
に
つ
な
が
る

相
続
登
記
を
し
ま
し
ょ
う
。 

■
相
続
登
記
無
料
相
談 

日
時
　
毎
月
第
２
土
曜
日 

　
　
　
１３
時
〜
１５
時
３０
分 

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー 

※
予
約
不
要
・
先
着
順 

問
い
合
わ
せ
先 

○
兵
庫
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー 

　
０
７
８
・
３
４
１
・
２
７
５
５ 

○
神
戸
地
方
法
務
局
姫
路
支
局 

　
０
７
９
・
２
２
５
・
１
９
１
５ 

 「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
の
ご
案
内 

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
日
本

政
策
金
融
公
庫
が
行
う
、
高
校
、

大
学
等
へ
の
入
学
・
在
学
中
に
か

か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的
な

融
資
制
度
で
す
。 

融
資
額
　
子
ど
も
１
人
に
つ
き 

　
　
　
　
３
５
０
万
円
以
内 

金
利
　
年
１
・
８１
％
（
固
定
　
平

成
２８
年
１１
月
１０
日
現
在
） 

返
済
期
間
　
１５
年
以
内 

問
い
合
わ
せ
先 

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

　
０
５
７
０
・
０
０
８
６
５
６ 

　
０３
・
５
３
２
１
・
８
６
５
８ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索 

 

県
立
も
の
づ
く
り
大
学
校 

平
成
２９
年
度
生
募
集（
第
３
回
） 

募
集
コ
ー
ス 

住
宅
系 

・
住
宅
設
備
コ
ー
ス
　
　
　
１５
人 

・
木
造
建
築
コ
ー
ス
　
　
　
１５
人 

機
械
系 

・
機
械
加
工
コ
ー
ス
　
　
　
１５
人 

・
機
械
製
図
・
工
作
コ
ー
ス
　
１０
人 

金
属
系 

・
溶
接
コ
ー
ス
　
　
　
　
　
１５
人 

・
金
属
塗
装
コ
ー
ス
　
　
　
１５
人 

・
も
の
づ
く
り
複
合
コ
ー
ス
　
１０
人 

訓
練
期
間
　
１
年
間
（
平
成
２９
年

４
月
〜
平
成
３０
年
３
月
） 

対
象
者 

・
高
等
学
校
等
新
規
学
卒
者 

・
１８
歳
以
上
の
求
職
者 

※
も
の
づ
く
り
複
合
コ
ー
ス
は
１５

歳
以
上
の
求
職
者 

出
願
期
間 

　
１
月
２３
日（
月
）〜
２
月
８
日（
水
） 

選
考
日
　
２
月
１５
日（
水
） 

選
考
内
容
　
面
接
、
学
力
試
験 

授
業
料
　
無
料
（
諸
経
費
４
万
円

程
度
・
検
定
受
験
料
等
必
要
） 

問
い
合
わ
せ
先 

兵
庫
県
立
も
の
づ
く
り
大
学
校 

　
０
７
９
・
２
４
０
・
７
０
７
７ 

「
遊
び
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」 

参
加
者
募
集
！！ 

　
寒
い
季
節
、
家
を
飛
び
出
し 

色
々
な
遊
び
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。 

日
時
　
１
月
２１
日（
土
） 

　
　
　
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分 

場
所
　
第
１
体
育
館
　
球
技
室 

種
目 

○
コ
マ
回
し
タ
イ
ム
レ
ー
ス
大
会

（
親
子
の
部
／
小
学
生
男
子
の

部
・
女
子
の
部
／
幼
児
の
部
） 

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
体
力
測
定 

○
ミ
ニ
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
・
コ
マ
回

し
・
羽
根
つ
き
体
験 

○
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
！ 

参
加
方
法 

○
コ
マ
回
し
タ
イ
ム
レ
ー
ス
大
会

は
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

（
１
月
１０
日
か
ら
受
付
。
電
話

予
約
可
） 

○
そ
の
他
体
験
・
挑
戦
の
種
目
は
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
方
式
で
随
時

参
加
で
き
ま
す
。 

○
ど
な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま

す
が
、
２
年
生
以
下
の
お
子
さ

ん
は
保
護
者
と
お
越
し
く
だ
さ

い
。 

服
装
　
運
動
し
や
す
い
服
・
上
靴
・

タ
オ
ル
・
飲
物
等 

参
加
料
　
無
料 

そ
の
他
　
大
会
参
加
者
コ
マ
の
予

備
は
用
意
し
て
い
ま
す
が
、
な

る
べ
く
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先 

第
１
体
育
館（
　
２２
・
１
１
５
３
） 

 

福
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
連
合 

１
日
無
料
体
験
会
の
お
知
ら
せ 

　
町
内
各
小
学
校
区
に
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
？ 

　
さ
ま
ざ
ま
な
種
目
の
活
動
が
あ

り
、
初
心
者
か
ら
気
軽
に
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。
１
日
限
り
の
無

料
体
験
会
『
１
ｄ
ａ
ｙ 

ス
ポ
ー

ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
』
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

日
時
　
２
月
１８
日（
土
） 

　
　
　
９
時
〜
１２
時 

種
目
（
会
場
） 

・
卓
球
（
八
千
種
小
体
育
館
） 

・
剣
道
、ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
、空
手
道 

　
（
第
１
体
育
館
球
技
室
） 

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
田
原
小
体
育
館
） 

・
テ
ニ
ス
（
ス
ポ
ー
ツ
公
園
） 

・
書
道
（
田
原
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
） 

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
高
岡
小
体
育
館
） 

申
込
　
当
日
会
場
に
て
受
付 

問
い
合
わ
せ
先
　
第
１
体
育
館 

　
２２
・
１
１
５
３
　
※
月
曜
休
館 

 

卓
球
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

「
福
崎
町
卓
球
大
会
」 

参
加
募
集
！ 

日
時
　
２
月
１２
日（
日
） 

　
午
前
８
時
３０
分
受
付
・
開
会 

場
所
　
福
崎
西
中
学
校
体
育
館 

種
目
　
個
人
戦 

参
加
資
格
　
福
崎
町
在
住
・
在
勤
、

ま
た
は
卓
球
協
会
が
参
加
を
認

め
た
者 

参
加
費
（
大
会
当
日
に
徴
収
） 

　
高
校
生
・
一
般
　
３
０
０
円 

　
小
・
中
学
生
　
　
２
０
０
円 

申
込
方
法
　
所
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
１
月
２７
日

（
金
）
ま
で
に
第
１
体
育
館
ま

た
は
協
会
役
員
へ
郵
送 

問
い
合
わ
せ
先 

高
松
（
　
２２
・
０
７
８
５
　
住
所

　
福
崎
町
福
田
２
９
８
・
６
） 

 

少
林
寺
拳
法
協
会
・
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　
１０
月
２３
日
に
姫
路
市
立
総
合
ス

ポ
ー
ツ
会
館
で
「
第
６９
回
少
林
寺

拳
法
姫
路
市
民
大
会
兼
第
３５
回
西

播
大
会
」、
１０
月
２９
・
３０
日
に
２

０
１
６
年
少
林
寺
拳
法
全
国
大
会

in
お
お
い
た
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
頃
の
成
果
を
発
揮
し
、
力
強
い

演
武
を
披
露
し
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り 

１６ 

：
 

：
 



●
姫
路
市
民
大
会
兼
西
播
大
会 

【
小
学
生
中
学
年
単
独
の
部
】 

敢
闘
賞
４
位 

白
石
美
羽
（
田
原
小
４
年
） 

５
位 小

幡
圭
吾
（
田
原
小
４
年
） 

【
小
学
生
高
学
年
の
部
】 

努
力
賞 

中
野
嘉
人
（
田
原
小
５
年
） 

中
野
唯
吹
（
田
原
小
４
年
） 

白
石
美
羽
（
田
原
小
４
年
） 

【
中
学
生
単
独
の
部
】 

最
優
秀
賞 

田
中
夢
真
（
協
会
） 

【
男
子
マ
ス
タ
ー
ズ
の
部
】 

優
秀
賞 

清
水
秀
平
（
協
会
） 

牛
尾
明
正
（
協
会
） 

●
全
国
大
会
in
お
お
い
た 

【
一
般
男
女
有
段
の
部
】 

前
川
幸
穂
（
協
会
） 

【
男
子
運
用
法
の
部
】 

優
秀
賞 

青
田
知
大
（
協
会
） 

田
中
誠
一
（
協
会
） 

百
翁
を
　

葬
る
教
会
　

初
時
雨 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 

茶
の
花
の
　

清
楚
な
籬
　

母
の
里 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 

父
母
の
墓
　

供
花
枯
れ
ず
あ
り
　

冬
浅

し
　
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

 

願
掛
け
の
　

千
羽
鶴
折
る
　

神
無
月 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
せ
つ
子 

 

宮
の
木
　々

ひ
っ
そ
り
と
立
つ
　

神
無

月
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

か
き
揚
げ
る
　

手
櫛
に
纏
う
　

木
の
葉

髪
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
　
栄 

 

茶
花
咲
く
　

生
垣
長
き
　

禅
宗
寺 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
上
　
千
秋 

 

里
池
や
　

釣
瓶
お
と
し
の
　

空
う
つ
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

 

山
里
の
　

段
々
畑
に
　

茶
花
咲
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

 

友
見
舞
う
　

そ
の
後
に
散
れ
り
　

冬
紅

葉
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
　
照
代 

 
冬
浅
し
　

木
彫
り
を
習
う
　

木
く
ず
部

屋
　
　
　
　
　
　
　
　
城
谷
　
秋
美 

撫
ぜ
付
け
し
　

手
櫛
に
三
筋
　

木
の
葉

髪
　
　
　
　
　
　
　
　
難
波
は
る
み 

 

良
き
櫛
を
　

長
く
使
え
り
　

木
の
葉
髪 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
置
　
幸
代 

 

晩
鐘
の
　

か
す
か
に
聞
こ
ゆ
　

夕
時
雨 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
田
恵
美
子 

 

夕
し
ぐ
れ
　

笠
に
雫
の
　

旅
大
師 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
上
加
津
美 

 

比
叡
山
　

御
里
ご
坊
に
　

菊
薫
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
純
子 

 

籾
殻
の
　

燻
炭
の
煙
　

冬
を
呼
び 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
牛
尾
　
和
平 

甍
並
む
金
剛
城
寺
の
秋
ふ
か
く
木
の
葉
し
ぐ
れ
に
日
昏
れ
の
は
や
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
浄
代 

 

花
瓶
に
挿
す
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
名
を
た
ず
ね
た
る
人
の
手
に
落
つ
蕾
の

一
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子

　
　
　
　
　
　
　
　 

ど
う
に
か
は
成
リ
行
く
な
ら
む
こ
の
先
も
仰
ぐ
秋
空
は
て
な
く
蒼
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

 

ゆ
く
秋
の
野
辺
に
こ
ぼ
る
る
の
こ
ん
菊
褪
せ
し
色
さ
え
な
つ
か
し
か

り
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
恵
美
子 
 

空
蝉
を
掌
い
つ
杯
に
拾
ひ
来
し
少
年
は
深
き
目
ざ
し
を
せ
る
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

 

長
袖
と
半
袖
重
ね
る
神
無
月
陽
の
光
積
も
る
納
戸
の
隅
に
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 

壁
か
け
の
暦
め
く
れ
ば
ふ
る
さ
と
の
石
鎚
山
の
雪
景
色
な
り
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

 

ホ
ト
ト
ギ
ス
声
を
と
ば
し
て
ゆ
き
に
け
り
あ
と
に
ゆ
れ
ゐ
る
青
き
若

葉
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

 

時
な
が
れ
訪
ぬ
る
里
に
「
せ
い
ち
ゃ
ん
」
と
呼
び
く
る
る
人
と
道
に

語
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

 

小
半
時
し
ぐ
れ
し
の
ち
の
照
れ
る
陽
に
木
守
り
の
柿
は
ひ
か
り
を
零

す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

ひ
ゃ
く
お
う 

お
く 

ま
が
き 

く
　
か 

ま
と 

く
ん
た
ん 

け
む 

か
げ 

俳

句

会 

短

歌

会 

１７ 

お知らせシステムとは･･･ 

防災行政無線の放送内容を、

放送と同時に希望者にメール

配信するサービスです。  

　メール配信を希望される方は、

スマートフォン、携帯電話、パソコンなどの端

末から次の登録ページに接続し、新規登録を行

ってください。（メール受信にかかる通信料は、

受信者の負担となります。） 

登録ページ http://www.town-fukusaki.jp/cel 

※右のQRコードを読み取って登録することも

できます。読み取りのできる 

　端末をお持ちの方はご利用く 

　ださい。  

問い合わせ先　総務課（内線２２１） 

をご活用ください をご活用ください 


